
資料 No.108 

過去３年間の学校別校内の児童生徒の問題行動 

 

学校教育部 学校教育課 

１ 過去３年間の学校別問題行動件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 近年の傾向について 

 R２年度については、2か月の臨時休校による登校日数の減少に伴い、R1年度と比較

し、全体的に減少している。一方で、問題行動の表出の低年齢化も見られる。問題行動の

表出が子どもの SOSのサインと認識し、早期の段階での発見、支援・指導が必要と捉えて

いる。 

過去３年間の問題行動件数 
         

      H30年度 R1年度 R2年度 

小学校 

対教師暴力 
件数 13 43 14 

校数 10校 7校 5校 

生徒間暴力 
件数 31 38 6 

校数 20校 7校 4校 

対人暴力 

件数 0 0 1 

校数 0校 0校 1校 

器物破損 

件数 10 17 21 

校数 8校 3校 7校 

合計   54 98 42 

      H30年度 R1年度 R2年度 

中学校 

対教師暴力 
件数 3 7 5 

校数 2校 3校 3校 

生徒間暴力 
件数 17 16 18 

校数 1校 6校 3校 

対人暴力 
件数 0 0 0 

校数 0校 0校 0校 

器物破損 

件数 6 10 3 

校数 4校 3校 3校 

合計   26 33 26 


